






























が私たちのミッションだというお話です。実はこれが私に

は非常に新鮮に聞こえました。今後、CSRを推進していく

部署として、 より一層のご活躍を期待したいc実際のア

クションとしては、 社内に対するCSRの定着、浸透がや

はり璽要なテー マだと思いますので、 私自身のことにもな

りますが、 今後この分野でより一 層努力をしていきたい

と考えております。

宮本 私はステイクホルダーズ・エンゲー ジメントが重要に

なってくるかと考えています。先ほどちょっと言いましたよう

に、エンゲー ジメントは、英語の語源的に言うと、どちらか

というと落としどころを見つけるという意味合いなので

す。よく日本のCSR関連の業者さんが、 たとえば協調や

協働などきれいな言葉に訳すのですが、 むしろ、「せめぎ

合いによって落としどころを見つける」という方が正しいと

思うのです。

従って、そのためには日本のNGOぶPOの方にも強く

なっていただいて、健全なせめぎ合いができるようにな

るべきだと思います。われわれ企業側も、 そういうせめぎ

合いに対して自分たちの主張をきちんとして、 落としどころ

をちゃんと見つけていくような、 成熟した関係を作っていき

たいと思っています3

白井 CSRを使って社会との関係性を見直して、それ

によって企業の中の風上を変える、 社会に対して貢献

する価値を高めていくということは、 従来どおりやっていき

ます。 一番欲しいものは、非財務情報を財務情報化し

て公平なる情報開示をするツ ールです。というのは、実

際に自分たちがやっている活動が、 最終的にはこうやっ

て経済価値に直結しているということを示しきらないと、 

企業人としてはよって立つ基盤が脆弱な感じがどうして

もしてしまうところがあって、その情報開示のとこ ろは個

人的に大変関心を持っております。

むすび

國部 ありがとうございました。今日は、 東芝さん、 オム

ロンさんにご講演いただきまして、それから藤近さん、

堀口さんにも参加していただき、バネル・デイスカッション

をいたしました。皆さんから非常に多くの質問が出まし

たが、8割方は何らかの形で組み込めたのではないかと

思っていますが、まだ、議論し残した点も少なくありませ

ん。

ただ、 今日、パネル・ ディスカソションの司会をしながら

考えてきたことは、CSRの議論が非常に広がっているこ

とですc それから、 広がっていることの中には、 方向性

に共通性があって、 その共通性の一 つは事業との関係

を抜きにしたCSRはあり得ないとうことです。それか

ら、社会との関係でCSRを考えたときに、グロー バルな

問題とどう関わっていくのかが極めて重要になってきて

います。

しかし、これは私の自分の議論に引きつけてしまって

恐縮かもしれませんが、 CSRというのは、 基本的にはグ

ロー ハル化してきたことによって出てきた問題を解決する

という側面があります。ですので、 やはり一番大きな問

題のところに近づいてきているのではないかと思いま

す。

しかし、そのようになればなるほど、CSRの活動は、 事

業活動そのものに近くなってくる面があります。多分、そこ

がこれから5年、 10年、CSR活動を経営として考えていく

ときに、 非常に重要なことになってきます。少なくとも、社内

の体制を整えて、 コンプライアンス、 あるいは従業員の問

題に対処することは、非常に重要なのですが、 その問

題だけではなくて、 企業の外にどう展開していくのかとい

うこととの関わりの中で、 CSRの次の課題があります。

最後に、 白井さんがおっしゃったことも、私の専門とも

非常にかかわるので、 本当は議論をもっとしたかったの

ですが、 それは評価とかディスクロー ジャーとも関わってく

ると考えております。

本日はCSRについて、非常にたくさんの論点が出まし

た。論点の一つひとつを深めることぱ必ずしもできませ

んでしたが、 それはこのワ ークショップを機会として、 皆さ

んとこれからも協力して 、 深めていくことができればと思 

っております。

非常に長時間、熱心に参加していただきまして、 あり

がとうございました。それからパネリストの方々 、 どうもあり

がとうございました。
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